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から94年の問に当科で治療を受けた苦痛は77例で,腺様

藤娘癌 1例の他は全て扇平上皮癌.Tl,2,3,4-ま2,

3Jl,23,8.N--,+-小1､33.

術後雷照射の適応は,T3･T4,断端プラス,断端近

接,組織塾が浸潤塾或いは神経脈管に沿う浸潤 ･末分化

型.照射では 5OGy以上.組織内照射では限治照射に

準じ,75Gy以上を願射 した.頚部については触れた

リンパ節の郭清後,頚部照射を行うのを原則とし,50Gy

或いは更に 10Gyを追加照射した.

術後舌照射を行った11例全例に局所再発は無く,舌癌

原発巣の解後者照射はハイリスククループの局所制御に

有効と考えられた.

-方,郭清衡後頭部照射を行った16例のうち照射野内

再発は3例で,郭清衡のみでは反対側リンパ節再発が高

頻度であったことと比較すると,この予防に有効である

上腎i-)Illた.

7)頭頚部癌に対する温熱 ･化学 書放射線併用
療法の効果

-18症例20病巣について-
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高度進展癌や再発癌18症例20病巣を対象に.温熱 ･化

学 ･放射線療法を施行した.対象 :高度進展癌5例.再

発癌13例 (解凍凱 放射線後5).診断 :口腔癌13例 (顔

肉5.舌4,頬粘膜2､U蟻 l,下顎骨肉腫 11,上顎

洞癌3例.中咽頭癌. 1二咽頭癌各 l例.加温部位 :頚部

転移巣11,年下線嘆筋部3.頬粘膜瓢 眼嵩下部各2,

口底.中咽頭部各1.13例に Rド加温.7例に MW 加
温.を施行した,加温回数は4-20,平均9.9回/病凝で,

延べ198回中.79.80占てLi12Ltl日 日こ加温しえた.結果 :

臨昧 l次効果は CR･1,PR･13.NC･6て奏効率70

%であった.除痛効果を19例に認めた,42℃以上の有効

加温を6回以上施行した12例では秦効率83.3%に対し,

有効加温5回以下の8例では秦効率50%であった.放射

線療法の線量は11-82,平均 47.9Gyで,50Gy以上

の13例は秦効率100%,30Gy以下の7例では寮効率14.3

%であった.化学療法は,CDDP投与例18例の寮効率

は77.8%,5FU系投与例2例は NCであった.CT所

見は17例中15例 (88.2%)に明らかな低吸収域化を認

めた,

8)早期声帯癌の放射線 治療 成 績
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1976年-1992年まで当料で鍛治的放射線治療を施行

した声帯癒 Tl,67例を検討 した.全例扇平上皮癌で,

男激比は65ニ2,年齢中央値は観歳であった.照射は 脚色)

を用い.左右対向2門,5＼5cm LT)照射野,1回 2Gy.

遇5桓1て総線竜 60Gy以 上二を目標とした.局所再発が

6例みられ,放射線による局所制御率は91%であった.

再発例の検討からは閑適ずる諸因予を見いだせなかった.

この6症例は全て手術で救命され, 原病生存率は100%

となった.現在までまア例が死亡し 5年および10年累積

生存率はそれぞれ92,73%であった.死因は鶴癌死9例,

他病死8例であった.二次癌がユ5部位,13症例と高頻度

にみられた.

9)肺癌外科治療成績の向上
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1994年末までに手術した原発性肺癌 1,721例を1963

＼1979の前期 tN-255)1980-1989の中期 (N-7611

199(卜 199LIの後期 (N-7O51に分類し.手術症例およ

び治療成績の変遷について検討した.

手術症例の平均年齢は前期62歳,中期64歳,後期65歳

トト昇し,70歳1､1L.LJl高齢者L'1割合4.)210｡かiT1320｡,36

00と増加してきた.術後柄斯別i二は StageI症例が

前期46%から中期55%後期55%へと僅かに上昇し,組織

型別には腺癌症例が前期35%から中期53%後期57%へと

著明に増加した,手術限治療では年代による治癒切除症

例の増加は認められなかった軌 絶対治癒切除症例の5

生率は前期57%から中期70%,後期78%-と上昇したた

め全切除症例の5生率も前期40%,中期54%,後期59%

-と上昇してきた.

10)転移正肺睦癌切除例 の検討

加藤 英雄 ･野村 達成
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【対象】1989年4月から1995年 1月までの5年10カ

月の間に当科で転移性肺腫癌の手術を受けた14例 (計17
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回の肺切除術)を対象とした.性別は男性ア例資性7例

で,年齢は35歳から76琴であった･原発臓器別症例数は

結腸 ･l自J.腸痛9例.乳癌:'･i例.腎癌 1例.卵髄癌 1例で

あった.【結果】1)結腸 ･癖二腸痛9例においては肺切除

後3年11-JH.iを最高iこ全判生存中である.1自二腸癌の 1例

は11カ月後局所再発が発見され旗会陰式直腸切断術が施

行された.肺切除術の1年10カ月前及び2年8カ月前に

直腸癌の肝転移に対して肝切除術が施行された2例共に

無再発生存中である.2)乳癌3例車2例は再発した.

うち1例は再発を認めたが3年11カ月の現在化学療法,

ホルモン療法が効を奏し外来通院中である.3)腎癌の

1例に対しては3回の再切除が行われ 5年8カ月の現

在再発を認めるが生存中である.【まとめ】一定の条件
を満たした症例においては績極的に外科的切除を試みる

べきである.

ll)進行食道癌に対ずる 5-Fluorouracil及び

Cisplatill少量持続静注と放射線同時併用

の試み
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当科では,新鮮進行食道癌に対して 5-FU 小農持続

静注と放射線の同時併周療法を施行してきた.今回はこ

れに CDDPの少盈連日静注を相加して,更なる局所制

御率の向上をめざした.照射は-日 1.8-2.OGy,過

5回施行 し69Gy以上授与した.5伽Fu は 250-350

mg/m2/dayを照射を行わない土日以外は持続静注とし,

CDDPは 4-7mg/m2/dayを週5回少量持続ないし連

日投与した.対象は,PS良好な進行食道癌5症例であっ

た.この治療により嘩下障害の改善を5例車4例に認め,

治療終了1カ月後の評価では全例に PR が得られた.

1例は8カ月で死亡したが,残り4例は4-12カ月無病

生存中である,今後は症例を重ねて,この治療法の有効

性を確認するつもりである.

12)襲撃的治療が署効した胸部食道癌の 1例
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症例は56歳,男性,胸部食道癌.術前 stagillgで左

鎖骨 上罵 りン.べ節.縦隔 りンべ節および脂部大動脈同園

301

リソバ節に広範な転移を認めたため,平成5年1月より,

CIjDP15Omgx1日間,5FU 1,250mgx5日間,L7

[=Jボりン 30mgx5日間を1ウ一一一′Lとし.3Jj--′し

の術前化学構法が施行された.化学噴法後1)ンべ節転移

および原発巣は縮小し (P況),4月8日開胸食道抜去術

が施行さかた.病理診断は粘表皮癌,深遠度 こ12であっ

た.術後さ吊こ上記療法を2ll-JL追加した結果,鶏部,

縦隔および腹部 リソバ節転移は完全をこ消失した (CR).

6月17日退院し.外来経過観察 していたが,平成6年5

月上記転移巣の再燃増大をきたしたため,放射線化学療

法を行い平成7年 1月現在治頼中である.遠隔転移を伴

うような進行食道癌をこ対しては,① 手術,② 化学療法,

③ 放射線療法を組み合わせた薬学的治療が必要である

と思われ,著効した1例を経験 したので報告した.

131食道癌切除後再建胃管の24時間 pH 測定の
臨床的意義
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【目的】近年.食道癌術後の再建胃管に潰壕の発生す

る症例の報告が増加しており,当科でも予胃管激痛の心

嚢内穿破症例を経験 した.そこで今回,食道癌切除症例

において胃管濃轟の原田の1つと考えられる酸分泌状態

について24時間胃管内 pH測定を用いて検討した.【対

象と方法】1994年;･こ入り胃管にて再建された食道癌症

例のうち8例に24時間胃管内 pH測定を行った.手術

例の再建術式は大琴側胃管による胸骨後経路頚部吻合が

多数を占めた.カテ-テルは経鼻的に先端が幽門輪直上

に位置するように留置 し,日常生活下に pH の変化を

記録,データーをコンビュ-タ-処理,解析した.【結

果】① 酸分泌能を有すると考えられる pH≦4の時間

が30%以上を責める症例が4例 (50%)見られ,このう

下 (内服例7.()9,6.静注例25.8%)を認めた.(訂 胃管

内 pH の日内変動は4型に分煩できた.【結語】24時間

胃管内 pH測定は胃管の酸分泌状態を知る上で簡便で

有用な方法であると思われた.


